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浪江町復興ビジョン浪江町復興ビジョン
　町では、震災と原発事故によって失われた平和な

暮らしを取り戻していくため、復旧・復興を考える

取り組みに着手しました。避難生活の改善、町の復

旧・復興に向けては多くの困難がありますが、町民

の皆さまと思いを共有し希望となる復旧・復興に向

けたビジョンをとりまとめていきます。
異
郷
の
地
で
の
﹁
除
夜
の
鐘
﹂

浪
江
町
長
　
馬
　
場
　
　
　
有

町民の皆さまへ

　
光
陰
矢
の
如
し
と
言
い
ま
す
。
震
災
か
ら

９
カ
月
の
歳
月
が
流
れ
、
時
は
今
「
師
走
」

に
な
り
ま
し
た
。

 

慣
れ
な
い
風
土
の
違
う
異
郷
の
地
で
「
除

夜
の
鐘
」
を
聞
く
と
思
う
と
、
や
る
せ
な
い
・

悔
し
い
・
さ
び
し
い
・
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
り
、

心
が
痛
み
ま
す
。

 

現
実
を
直
視
し
「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」

こ
と
を
信
じ
、
前
に
進
む
こ
と
を
考
え
つ
つ
、

新
し
い
年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

現
在
町
で
は
、
町
民
代
表
で
構
成
す
る
復

興
検
討
委
員
会
な
ら
び
に
外
部
の
専
門
分
野
で

活
躍
す
る
有
識
者
会
議
で
「
復
興
構
想
ビ
ジ
ョ

ン
の
素
案
」
づ
く
り
を
10
月
か
ら
着
手
し
、

ふ
る
さ
と
に
「
戻
り
た
い
人
」「
戻
り
た
い
が

戻
れ
な
い
人
」「
戻
り
た
く
な
い
人
」
等
の
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
に
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

民
の
思
い
に
応
え
て
い
く
よ
う
、
町
の
再
生
・

創
建
の
素
案
を
今
月
中
に
ま
と
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
日
々
の
暮
ら
し
と
生
業
を
崩
壊
さ

せ
ら
れ
た
私
た
ち
へ
の
将
来
に
わ
た
っ
て
の

賠
償
・
補
償
を
獲
得
す
る
た
め
、
国
、
東
京
電

力
に
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
賠
償
紛
争
審
査
会

の
「
中
間
指
針
」
の
全
面
見
直
し
を
要
求
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
加
害
者
で
あ
る
東
京
電
力
に
は
、

人
災
の
立
場
で
そ
の
責
任
の
も
と
迅
速
に
賠
償

を
行
う
よ
う
強
力
に
要
求
し
ま
す
。
町
と
い
た

し
ま
し
て
も
県
弁
護
士
会
の
「
ブ
レ
イ
ン
・
ハ
ー

ト
法
律
事
務
所
」、「
福
島
原
発
被
害
者
弁
護
団
」

と
連
携
協
調
し
、
生
活
支
援
・
生
活
再
建
を
図

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

 

健
康
管
理
・
健
康
調
査
で
あ
り
ま
す
が
、

県
内
外
の
全
町
民
の
内
部
被
ば
く
検
査
、
さ

ら
に
は
甲
状
腺
の
検
査
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
医
療
支
援
を
行

う
よ
う
明
示
さ
せ
、
確
実
に
履
行
を
担
保
す

る
法
制
化
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

 

結
び
に
、
今
年
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
最
悪

の
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
く
る
年
は
平
穏
で
健

や
か
な
希
望
の
灯
が
見
え
る
年
に
し
た
い
も
の

で
す
。
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
季
節
、
く

れ
ぐ
れ
も
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
壮
健
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

◆10月17日・18日

 野田総理大臣、小宮山厚生労働大臣、枝野経
済産業大臣、細野環境・原発大臣、および平野
復興担当大臣に直接要望を行いました。主な要
望内容は、次のとおりです。
 損害賠償の対応見直し、放射線モニタリング
強化、健康調査の強化、国の責任による除染・
帰還ロードマップの早期作成、除染の早期実施、
仮設住宅の改修強化、借上住宅等への支援強化、
国民健康保険等の保険料免除

◆10月19日

 民主党・新緑風会の議員団（輿石幹事長など）
にも同様の要望を行いました。

◆11月８日

 衆議院議会運営委員会にも同様の要望を行い
ました（町民意見交換会を踏まえた内容を追加）。

◆11月下旬

 緊急要望を行います（要望予定先：総理大臣、
復興担当大臣、文部科学大臣、総務大臣、厚生
労働大臣、国土交通大臣、原子力損害賠償紛争
審査会など）。
 

今後も要望を行った場合はお知
らせいたします。

国への要望状況

������������������
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答問

������������������

町
民
懇
談
会

　

町
で
は
、
避
難
生
活
の
改
善
と
町
の
復
旧
・
復
興

の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
伺
う
た

め
、
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

開
催
の
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

興
復



ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場

11月12日、13日の２日間、兵庫県姫路市で「Ｂ－

１グランプリ in ＨＩＭＥＪＩ」が開催され、浪江町

から浪江焼麺太国「なみえ焼そば」が出展しました。

「なみえ焼そば」のブース前には長い列ができ、

「なみえの味」を求める多くの方でにぎわいました。

２日間の結果、63団体中第４位となりました。おめで

とうございました。

11月24日、歌手の南こうせつさんとさだま
さしさんから義援金が届けられました。
この義援金は、８月に愛知県名古屋市で開
催された「東日本大震災復興支援コンサート
の収益金やさださんが会長を務めるＮＰＯ法
人に寄せられた義援金によるもので、原発事
故で避難する10町村へ贈られました。

伊那商工会議所青年部（部長　網野　暁さ
ん・長野県伊那市）から復興支援リストバン
ドの売上金の一部が義援金として届けられま
した。

株式会社ネクスト様（代表
取締役　菊池勝雄さん）から
ハンドル付電動車いす３台と
毛布一式をいただきました。

2011ＵＩＡ世界建築家会
議東京大会同時開催・２０５０
ＥＡＲＴＨ　ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ展
実行委員会様（代表　中村　勉
さん）から義援金が届けられ
ました。

学校法人拓殖大学理事長福田
勝幸様（交友会福島支部長、副
支部長来庁）から拓殖大学北海
道短期大学の学生が栽培収穫し
たお米をいただきました。
ありがとうございました。

B −1グランプリ
　　　　　全国４位

大堀小

11月20日、第23回ふくしま駅伝が開催され、白河

市をスタートに県庁までの96.5㎞、16名の選手がタス

キをつなぎました。

選手が全国各地に避難し、思うような練習ができ

ない状況の中で、総合27位、町の部10位入賞を果た

しました。

大会参加にご協力いただいた関係者の皆さま、沿道で

応援してくださった皆さま、ありがとうございました。

ありがとうありがとう

ございましたございました

ありがとう

ございました

���

11月16日現在、669件３億757万
6,266円の義援金が寄せられています。
このうち、１億6,714万円が各世帯へ
配分されています。
皆さまの温かいご支援、ありがとうご
ざいます。

浪江町への
義援金

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
住

む
メ
リ
ア
・
プ
リ
ン
ス
ち
ゃ
ん
（
10
歳
）
か
ら

義
援
金
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
、
津
波
そ
し
て
原

発
事
故
と
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
浪
江
の
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
知
り
、
何
か
し
て
あ
げ
た
い

と
、
メ
リ
ア
ち
ゃ
ん
は
自
分
の
大
切
に
し
て
い

る
お
も
ち
ゃ
を
売
っ
て
、
そ
の
お
金
を
困
っ
て

い
る
人
た
ち
に
送
ろ
う
と
思
い
つ
き
、
毎
日
１

人
で
お
も
ち
ゃ
や
ぬ
い
ぐ
る
み
を
抱
え
て
近
所

の
家
々
を
歩
い
て
回
り
ま
し
た
。

近
所
の
皆
さ
ん
は
、
メ
リ
ア
ち
ゃ
ん
の
気
持

ち
に
打
た
れ
て
、
快
く
お
も
ち
ゃ
を
買
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
お
金
は
少
し
で
し
た
が
、
そ
れ
に

お
ば
あ
さ
ん
が
お
金
を
足
し
て
3
0
0
ド
ル
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
か
ら

　
　
　
　

浪
江
町
へ

浪江地区防犯指導隊長　君島勝見さん（室原）が東北管区

警察局長および東北防犯協会連絡協議会会長の連名表彰を受

賞されました。

君島さんは、平成６年10月に発足した浪江地区防犯指導隊

の隊長として17年間地域を守り続け、その成果が実を結び、

今回の受賞となりました。おめでとうございました。

地域を守って17年

11月５日、６日の２日間、二本松市二本松駅前周辺

を中心に「十日市」が開催されました。

会場では、相馬流山踊りや請戸の田植踊り、ふるさ

と８㎜上映会などが催され、ふるさとを懐かしみ久し

ぶりの再会を喜ぶ多くの来場者でにぎわいました。

当日実施されたアンケートでは、98％の方から十日

市祭の開催について「大変良かった・良かった」との

回答をいただき、80％の方から「ぜひ来年も開催して

ほしい」との回答がありました。

復興なみえ町十日市祭

大堀小

64%

34%

2%

80%

19%

1%

■大変良かった
■良かった
■どちらとも言えない

■是非開催してほしい
■できれば開催してほしい
■開催をしなくてもよい

復興なみえ町
十日市祭の
開催について

来年の
開催について

������������������
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問合せ
申込み
電　話
ファックス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申
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と　き 2012年1月8日（日）
安達文化ホール
（二本松市役所安達支所内）

受付10時　開式11時

問　浪江町教育委員会　　　0243－62－0301TEL

ところ祝 成人式
成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。

成人とは、大人として社会的責任を負う節目を意味する大切なときです。

町では、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福しています。

はたちの旅立ち
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浪江のこころ通信

平成23年３月11日、12日、この世の出来事とは

思えない惨事にあった。３月12日早朝、菅首相の

命令で即刻避難するように…着の身着のまま、急

いで家族５人車に乗った。指定された避難場所津

島の体育館へと向かい、10分ほど走ると道路とい

う道路は車、車、車…。いつ目的地に着けるやら。

普段なら30分で行ける場所へ５時間余りかかって

ようやく着いた体育館の中は、人であふれていた。

やっとのことで片隅に座ることができホットする

とそれもつかの間、同日午後３時半、原発で水素

爆発があり、一斉に車に飛び乗り体育館を後にした。

私たちは幸いにも福島市の庭坂に二男が住んで

いたのでそこへ避難した。その夜は、親戚等が次々

避難してきて、20人ほどで一夜を過ごした。13日

の朝になって親戚の人たちもそれぞれの知人を頼っ

て、庭坂を後にした。私たちは、二男の家で１カ

月ほど世話になり、その後指定された宿へ行き、

４回ほど引っ越して、今は借上げ住宅で暮らして

いる。

知らない土地、知らない人たち…。でも、みんな、

みんな親切に声をかけてくださって、本当にあり

がたい。

それでも、80年浜通りに生きてきた私たちには、

気候をはじめ、あれもこれも数え上げればきりが

ない不自由なことばかり。

でも、仕方がない。あれこれ気に病んでも解決

できない問題なのだから。

せめて、これから残された人生、ほんのひとと

きでもいいから、安らぎの時間がもてたらと、毎

晩祈っています。

原田　富子さん（高瀬）
あの日　あの時　そして今

福島県内からの投稿

荒川　勝己さん（請戸）
取材者：（特活）岩崎ＮＰＯ  高橋
取材日：11月９日

帰りたくても、帰れない
秋田県

　現在原田さんは、福島市内の借上げ住宅で避難
生活を送っています。

　地震があって、津波が来て、逃げて。その翌々
日の13日、荒川さんは妻と一人娘と３人で、妻
の実家である秋田県湯沢市岩崎地区へ“緊急避難”
し、現在、妻と２人で近くのスーパーストアで “接
客サービス”をこなしている。

最初のうちは、妻と娘をこちらに預けて、自分

は災害復興で戻ろうかという気持ちだった。しかし、

原発の放射能で入ることができなかった。そんな

こんなのうちに、こちらで仕事が見つかったので…。

今のところ仕事があって、収入もあるし、お父さ

んの所で一緒に住む場所もある。現在困っている

ことは特別にない。一番の時に戻れれば、人命救

助なり災害復興なりで入りたかったけど…。

もともと米とお花の専業農家だった。それだけ

では食えないので、コンビニや電気屋でバイトし

ていた。だから、接客ということに関してはそん

なに困ることはない。農業はひとりでの作業だが、

接客の仕事はみんなとできるので、むしろ楽しい

くらい。

田んぼは９割方小作だが、去年の作付けが６町

５反。花は300坪ぐらい。津波で家、田んぼ、花畑、

何もかも全部やられて、何も残っていない。

線量の少ないところから帰してくれるという話

が今出ているようだ。原発の場所は家から４キロ

あるが、私の所は線量が非常に少なくて、ここら

辺と大した変わりない。が、帰れと言われても帰

れないです。町の基盤も、家も、仕事もないから。

浪江の仲間、みんなが元気でまた会えればいい

なあといつも思っています。

▲職場の休憩時間での荒川さん

����

吉田　忠春さん・輝子さん（室原）
取材者：きょうとＮＰＯセンター  田口
取材日：10月19日

「あの時（３月11日）を想う!!
　　　　　　　笑顔と希望を忘れずに」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜吉田輝子さんの手記より＞

　吉田さんは、ご家族とご親戚総勢23人で、２日をか
けて義姉の旦那さまの弟さんを頼りに、京都に避難して
来られました。寝たきりの84才の母（以下「おばあちゃ
ん」）と５カ月のお孫さんも一緒でした。現在、京都の
アパートで、息子さんご家族と一緒に生活されています。

▲吉田忠春さんと輝子さん

▲休耕地に咲くコスモス

京都府

３
月
15
日
、
家
族
・
兄
弟
み
ん
な

が
集
ま
る
中
、
決
断
を
し
ま
し
た
。

「
親
戚
の
い
る
京
都
へ
、
一
緒
に
行

こ
う
」。

吹
雪
の
中
、
新
潟
ま
わ
り
で
北
陸

道
を
通
り
、
５
台
の
車
で
移
動
。
ひ

ど
い
渋
滞
で
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
は
す

ぐ
無
く
な
り
、
少
し
ず
つ
み
ん
な
で

分
け
合
っ
て
補
給
し
ま
し
た
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
酸
素
ボ
ン
ベ
の
充
電

が
切
れ
る
と
、
命
が
つ
な
げ
な
い
…
。

電
気
補
給
に
も
必
死
で
し
た
。

京
都
に
来
て
か
ら
は
、
親
戚
の
み

ん
な
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
長
さ
ん

を
は
じ
め
、
周
り
の
方
に
と
て
も
よ

く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
介
護
（
病
院
で

の
付
き
添
い
）
を
中
心
に
、
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

孫
た
ち
の
存
在
が
私
た
ち
家
族
を
つ

な
げ
て
く
れ
て
い
る
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

私
は
百
姓
だ
か
ら
体
を
動
か
し
て

仕
事
を
し
た
い
で
す
。
草
刈
り
で
も

な
ん
で
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

今
は
事
情
が
あ
っ
て
仕
事
が
で
き
ず
、

家
族
の
た
め
に
網
戸
を
つ
く
っ
た
り

も
し
て
い
ま
す
。

室
原
の
自
然
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
、
休
耕
地
が
荒

れ
な
い
よ
う
に
と
ひ
ま
わ

り
や
コ
ス
モ
ス
を
植
え
て

い
た
こ
と
も
懐
か
し
い
。

お
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
仲

間
た
ち
の
こ
と
を
よ
く
思

い
出
し
ま
す
。
遠
く
離
れ

て
い
て
も
連
絡
を
取
り
合

え
る
仲
間
が
い
る
こ
と
は

心
強
い
。
一
方
で
、
家
族

以
外
の
人
と
ゆ
っ
く
り
話

が
で
き
な
い
今
、
寂
し
い

気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
。
や
っ

ぱ
り
浪
江
へ
帰
り
た
い
。

帰
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と

も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

い
ず
れ
福
島
県
内
に
は
戻

る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

あ
き
ら
め
て
は
い
け
な
い
。
命
あ

る
限
り
、
生
き
て
い
き
ま
す
。
お
世

話
に
な
っ
た
恩
返
し
を
し
な
が
ら
。

優
し
く
さ
れ
た
ら
、
優
し
く
し
て
返

す
も
の
。
私
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の

あ
り
が
と
う
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

家
族
が
離
れ
ず
一
緒
に
い
ら
れ
た
こ

と
が
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
出
会
え

た
方
々
、
友
だ
ち
に
「
あ
り
が
と
う
！
」

を
伝
え
た
い
。

み
ん
な
、
身
体
に
気
を
つ
け
て
。

元
気
な
姿
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

�������������������



浪江のこころ通信

今野　　昇さん（津島）
取材者：高崎経済大学櫻井研究室  櫻井・山本・小根山
取材日：11月19日

遠くにいても浪江の復興を心から支えていきたい
東京都

　津島でガソリンスタンドを営んでいた今野さん。地震後は、
浪江の避難所でボランティアとして１カ月ほど頑張っていたが、
４月上旬に現在の東京都町田市に妻、長男（小学５年生）と３
人で移り住み、新たな生活を送っている。

震
災
直
後
は
、
す
ぐ
に
事
業
を
再

開
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
原
発
事
故
が
甚
大
だ
と
知
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
二
本
松
市

の
東
和
に
避
難
し
ま
し
た
。
何
か
の

役
に
立
て
れ
ば
と
３
週
間
余
り
、
避

難
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
生

活
の
糧
と
息
子
の
今
後
を
考
え
、
町

田
市
に
移
り
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て

友
人
が
仕
事
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し

た
が
、
現
在
は
来
年
春
ま
で
の
契
約

社
員
で
す
。
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
業
種
で
す
が
、
幸
い
に
し

て
今
ま
で
の
趣
味
が
役
立
ち
何
と
か

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
被

災
者
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
甘
え

る
こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
の
力
で
乗

り
越
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
の

中
で
被
災
者
優
遇
な
ど
、
何
も
な
い

の
で
す
か
ら
。

浪
江
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
、

同
じ
福
島
県
か
ら
の
避
難
者
で
あ
る

の
に
、
市
町
村
に
よ
っ
て
対
応
が
異

な
る
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

甲
状
腺
の
検
査
な
ど
で
も
連
絡
を
い

た
だ
き
ま
す
が
、
正
直
、
そ
の
た
め

に
福
島
ま
で
戻
る
こ
と
は
負
担
に
も

な
り
ま
す
。
新
し
い
土
地
に
な
か
な

か
馴
染
め
ず
、
仕
事
が
見
つ
か
ら
な

い
だ
け
で
な
く
、
話
し
相
手
も
い
な

い
方
が
い
る
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、

県
外
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
先
で
、
福
島

県
か
ら
の
避
難
者
の
ま
と
ま
っ
た
窓

口
を
つ
く
り
、
生
活
の
課
題
を
把
握

し
た
り
、
福
島
県
避
難
者
の
た
め
の

働
く
場
の
確
保
を
行
う
な
ど
の
工
夫

が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
避

難
生
活
の
長
期
化
の
中
で
、
ぜ
ひ
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

一
時
帰
宅
で
荒
れ
果
て
た
津
島
の

風
景
を
見
る
た
び
、
以
前
の
津
島
を

取
り
戻
す
こ
と
は
並
み
の
努
力
で
は

で
き
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
む

し
ろ
、
あ
き
ら
め
る
方
が
多
い
の
で

は
な
い
か
と
絶
望
感
に
駆
ら
れ
ま
す
。

で
も
、
テ
レ
ビ
で
商
工
会
青
年
部
が

頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
見
る
た
び
に

勇
気
を
も
ら
い
ま
す
。
同
時
に
、
皆

さ
ん
が
こ
ん
な
に
も
頑
張
っ
て
い
る

の
に
、
自
分
た
ち
が
何
も
協
力
で
き

な
い
こ
と
に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
祖
父
の
代
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
給
油
所
を
経
営
し
て
き

た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
も
皆
さ

ん
に
あ
い
さ
つ
も
で
き
ず
に
浪
江
を

去
っ
た
こ
と
に
、
む
し
ろ
仲
間
た
ち

を
裏
切
っ
た
よ
う
な
罪
悪
感
と
悲
し

さ
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
私
も

浪
江
に
帰
っ
て
、
昔
の
連
中
と
頑
張

り
た
い
。
そ
ん
な
苦
し
い
思
い
を
妻

と
よ
く
話
し
て
い
ま
す
。
い
つ
か
浪

江
の
皆
さ
ん
と
会
え
る
日
が
来
る
こ

と
を
信
じ
て
、
遠
く
か
ら
で
は
あ
り

ま
す
が
、
浪
江
町
の
再
興
を
支
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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大内　善一さん・ひとみさん（権現堂）
取材者：地域社会デザイン・ラボ  遠藤
取材日：11月19日

浪江町のコミュニティを仙台で

　５月６日に仙台駅近くで「仙台中央接骨院・
大内鍼灸院」を開業された大内夫妻。
　現在は、地域になじめるように、そしてお
客さまが気持ちよく訪れていただけるように、
一人ひとりとのコミュニケーションを大切に
しながら暮らしている。

宮城県

震
災
時
は
、
ち
ょ
う
ど
午
後
の
診

察
中
で
し
た
。
患
者
さ
ん
に
ご
自
宅

へ
お
帰
り
い
た
だ
た
い
た
と
思
っ
た

ら
、
骨
折
さ
れ
た
方
が
来
院
。
素
早

く
患
部
を
固
定
し
松
葉
杖
を
お
渡
し

し
て
「
津
波
が
来
る
だ
ろ
う
か
ら
逃

げ
よ
う
。
」
と
そ
の
場
を
後
に
し
ま

し
た
。
そ
の
日
の
夜
は
、
高
台
に
住

む
親
戚
の
農
家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
津

島
中
学
校
、
さ
ら
に
は
福
島
市
の
姉

の
家
に
避
難
。
そ
の
後
、
息
子
が
４

月
か
ら
学
校
に
通
う
た
め
契
約
し
て

い
た
ア
パ
ー
ト
が
あ
る
名
取
市
に
移

動
。
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
腕

を
な
ま
ら
せ
た
く
な
い
と
い
う
思
い

で
、
名
取
市
文
化
会
館
で
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
４
月
末

ま
で
続
け
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
接
骨
院
の
恩
師
に
仙

台
市
若
林
区
の
現
在
の
物
件
を
紹
介

さ
れ
、
迷
う
間
も
な
く
開
業
を
決
断

し
ま
し
た
。
引
っ
越
し
は
５
月
１
日
。

私
た
ち
ら
し
い
素
敵
な
雰
囲
気
に
な

る
よ
う
に
部
屋
の
模
様
替
え
を
し
た

り
、
忙
し
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
し
て

何
と
か
６
日
に
は
開
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
近
隣
の

お
店
や
住
宅
約
３
０
０
件
を
訪
問
し

引
っ
越
し
の
あ
い
さ
つ
。
顔
を
覚
え

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
声
か
け
を
心
が
け
る
毎
日
で
し
た
。

少
し
づ
つ
応
援
し
て
く
れ
る
仙
台
の

方
が
増
え
た
り
、
テ
レ
ビ
で
取
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
今
は
忙
し

く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

接
骨
院
が
休
み
の
日
は
、
夫
婦
で

自
転
車
に
乗
り
仙
台
市
内
各
地
に
出

か
け
ま
す
。「
ま
ち
歩
き
」
で
す
ね
。

仙
台
は
知
ら
な
い
場
所
ば
か
り
。
患

者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
エ
リ
ア
が

分
か
ら
な
い
と
、
接
骨
院
ま
で
の
道

案
内
も
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

勧
め
て
い
た
だ
い
た
場
所
は
な
る
べ

く
訪
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
そ
の
後
会
話
が
深
ま
り

楽
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
は
「
浪
江
町
仙
台
支
部
」

を
作
る
こ
と
。
浪
江
町
出
身
者
や
ゆ

か
り
の
あ
る
人
が
仙
台
近
郊
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
こ
の
皆
さ
ん
と
食
事
会
や
交

流
会
を
開
催
し
て
交
流
を
深
め
た
い

で
す
ね
。
そ
し
て
、
通
信
や
か
わ
ら

版
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
て
皆
さ

ん
に
配
布
し
た
り
。
で
き
た
ら
全
国

各
地
に
「
浪
江
町
○
○
支
部
」
が
で

き
る
と
い
い
な
〜
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
今
あ
る
環

境
や
人
々
と
う
ま
く
や
れ
る
よ
う
に

努
力
し
、
患
者
さ
ん
に
元
気
に
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
自
分
も
前
向
き

で
元
気
に
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

▲接骨院の正面入り口にて。ブログも見てね！
 http://blogs.yahoo.co.jp/ouzen3914
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浪江のこころ通信

　浪江町苅宿で農業を営んでいました。今は、
福島市大森の借上げ住宅の息子家族が住む上階
に住んでいます。

先
ご
ろ
、
地

元
県
内
新
聞
に

「
金
婚
式
を
迎

え
た
夫
婦
」
と

し
て
、
大
き
な

写
真
入
り
で
取

り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

家
族
の
無
事
を

か
み
し
め
つ
つ
、

こ
れ
ま
で
の
50

年
と
震
災
後
の

８
カ
月
を
思
う

と
、
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
感
慨
が
あ
り

ま
す
。
田
に
苗
を
植
え
稲
を
刈
り
米

を
作
り
、
畑
を
耕
し
種
を
蒔
い
て
野

菜
を
作
り
…
。
浪
江
と
い
う
土
に
生

き
て
、
土
か
ら
恵
み
を
得
て
、
今
思

う
と
自
然
の
厳
し
さ
と
豊
か
さ
に
育

ま
れ
て
、
夫
婦
つ
つ
が
な
く
よ
く
生

き
て
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
生

ま
れ
育
っ
た
土
地
だ
か
ら
、
代
々
受

け
継
い
で
き
た
土
だ
か
ら
と
作
物
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。
今
の
一
番
の
思

い
は
「
浪
江
に
帰
り
た
い
。
必
ず
浪

江
に
帰
る
。
」
で
す
。
自
身
を
奮
い

立
た
せ
る
よ
う
に
、
強
く
思
っ
て
い

ま
す
。

震
災
時
、
私
は
自
分
の
田
ん
ぼ
で

ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
中
で
し
た
。
妻

は
棚
塩
公
民
館
で
、
「
武
扇
会
」
結

成
30
周
年
記
念
発
表
会
に
向
け
、
踊

り
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
妻
は
津
波

の
情
報
も
知
る
こ
と
な
く
、
練
習
を

切
り
上
げ
何
と
か
帰
宅
、
そ
の
後
棚

塩
公
民
館
が
津
波
で
変
わ
り
果
て
た

姿
と
な
っ
た
の
を
見
た
と
き
は
、
背

筋
が
凍
る
思
い
で
し
た
。
県
内
外
の

避
難
所
や
親
戚
宅
を
転
々
と
し
て
、

土
湯
温
泉
の
旅
館
を
後
に
、
こ
こ
福

島
市
大
森
の
借
上
げ
住
宅
に
落
ち
着

き
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
に
比
べ
る
と

情
報
が
入
り
に
く
く
、
孤
立
感
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
借

上
げ
住
宅
の
上
下
階
で
、
前
後
し
て

息
子
家
族
も
住
む
よ
う
に
な
り
、
心

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
８
カ
月
、
ど
う
に
か
心

も
体
も
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
私
は
近
く
に
畑
を
借
り
て
作

物
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
き
れ
ば
農
業
を
や
っ
て
い
た

苅
宿
地
区
の
仲
間
と
、
協
同
で
ま
と

ま
っ
た
畑
が
借
り
ら
れ
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
野
菜
を

食
べ
た
り
、
浪
江
町
の
友
人
知
人
に

食
べ
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

妻
は
、
各
地
に
散
ら
ば
っ
た
お
弟

子
さ
ん
た
ち
と
福
島
市
芸
能
祭
で
相

馬
流
れ
山
を
踊
る
な
ど
、
津
波
で
流

さ
れ
て
し
ま
っ
た
衣
装
の
や
り
く
り

を
し
な
が
ら
、
浪
江
町
相
馬
流
れ
山

踊
り
保
存
会
再
興
の
た
め
、
そ
し
て

武
扇
会
結
成
30
周
年
記
念
発
表
会
を

実
現
す
べ
く
、
今
は
絆
づ
く
り
、
健

康
づ
く
り
と
し
て
定
期
的
に
集
ま
っ

て
踊
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
年
な
ら
、
今
ご
ろ
は
鮭
が
上
が
っ

て
く
る
こ
ろ
、
緑
豊
か
な
浪
江
町
。

一
時
帰
宅
で
、
雑
草
で
覆
わ
れ
た
自

宅
を
見
る
と
、
荒
れ
果
て
た
町
を
目

に
す
る
と
、
心
折
れ
そ
う
に
な
り
ま

す
が
、
３
年
後
に
は
「
浪
江
に
帰
り

た
い
。
必
ず
浪
江
に
帰
る
。
」
の
思

い
で
、
次
の
エ
メ
ラ
ル
ド
婚
式
（
結

婚
55
年
目
）
は
浪
江
町
で
迎
え
た
い

と
、
前
を
向
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▲金婚式を迎えた、笑顔がすてきな長岡
さんご夫妻

▲踊り「武扇会」師匠である仁子さん。「相馬流れ山」を福
島市芸能祭で各避難先から駆け付けたお弟子さんたちと
披露

福島県

長岡　新一さん・仁子さん（苅宿）
取材者：（特活）市民公益活動パートナーズ  佐藤
取材日：11月10日

今、一番の思いは
　　　「浪江に帰りたい。必ず浪江に帰る。」
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石川県

山田　拓司さん・乃里恵さん（加倉）
取材者：ピースバンクいしかわ  谷内
取材日：10月23日

もう一度みんなで集まってバレーでもやりたい
　系列工場への転勤の形で避難をしてきて、石川県金沢市の市
営住宅で暮らし始めて８カ月が経つ、山田さんご夫妻と３人の
お子さんたちのご様子を伺いました。

■
拓
司
さ
ん

福
島
で
勤
め
て
い
た
系
列
の
工
場

が
こ
ち
ら
に
も
あ
り
、
震
災
か
ら
１

週
間
位
で
会
社
か
ら
社
員
全
員
転
勤

の
辞
令
が
出
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
転
勤
と
言
っ
て
も
状
況
が
状
況

な
の
で
家
族
と
話
し
合
っ
て
決
め
て

く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
は

双
葉
町
の
工
業
団
地
に
勤
め
て
い
て

工
場
の
復
旧
は
困
難
と
思
い
、
妻
と

も
相
談
し
こ
ち
ら
に
来
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

会
社
に
行
け
ば
福
島
か
ら
来
た
同

僚
が
い
る
の
で
少
し
だ
け
福
島
の
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も

す
っ
か
り
こ
ち
ら
の
生
活
に
慣
れ
友

だ
ち
も
で
き
ま
し
た
。
妻
が
勤
め
て

い
た
会
社
は
原
発
事
故
に
よ
り
規
模

を
縮
小
し
た
た
め
解
雇
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
今
は
金
沢
で
の
仕
事
を
探
し

て
い
ま
す
。

今
会
い
た
い
の
は
、
芸
能
保
存
会

の
仲
間
で
す
。
神
社
の
祭
り
の
際
、

神
楽
を
奉
納
し
た
り
盆
踊
り
の
と
き

に
太
鼓
を
叩
い
た
り
、
す
ご
く
懐
か

し
い
で
す
ね
。
そ
の
中
で
も
す
ご
く

お
世
話
に
な
っ
た
人
に
今
、
会
い
た

い
で
す
。
そ
の
方
に
「
こ
の
ま
ま
で

い
て
も
収
入
も
な
い
し
、
こ
う
い
う

わ
け
で
石
川
県
に
行
こ
う
と
思
う
。」

と
メ
ー
ル
し
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら

「
寂
し
く
な
る
け
ど
き
っ
と
ま
た
会

え
る
よ
。
」
っ
て
そ
の
一
文
だ
け
の

返
信
メ
ー
ル
が
返
っ
て
き
て
…
。
な

ん
か
そ
の
と
き
は
す
ご
く
抑
え
き
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
本
当
な

ら
今
ご
ろ
の
時
期
は
、
お
正
月
に
奉

納
す
る
神
楽
の
練
習
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
な
ん
で
す
け
ど
。
み
ん
な
に
会

え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
地
元
の
バ
レ
ー
ク
ラ

ブ
の
仲
間
に
も
会
い
た
い
で
す
。
試

合
の
勝
ち
負
け
は
別
と
し
て
、
と
て

も
楽
し
い
チ
ー
ム
で
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
ひ
と
つ
下
の
後
輩
が
い
て
、

い
ろ
い
ろ
と
自
分
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
く
れ
て
す
ご
く
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

震
災
が
あ
っ
て
か
ら
、
連
絡
は
と
れ

た
ん
で
す
け
ど
、
ま
だ
一
度
も
会
え

て
い
な
い
ん
で
す
。
仕
事
が
忙
し
い

ら
し
く
、
こ
の
前
、
帰
っ
た
と
き
も

時
間
が
合
わ
ず
に
会
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
も
う
一
度
み
ん
な
で
集
ま
っ
て

バ
レ
ー
で
も
や
り
た
い
で
す
ね
。

■
乃
里
恵
さ
ん

や
っ
ぱ
り
帰
れ
た
ら
、
今
ま
で
通

り
の
生
活
を
し
た
い
で
す
よ
ね
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い

て
、
子
ど
も
た
ち
も
寂
し
く
な
い
だ

ろ
う
し
。
以
前
は
一
緒
に
住
ん
で
い

た
の
で
、
一
番
上
の
子
は
幼
稚
園
に

行
っ
て
、
下
の
子
２
人
は
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
見
て
も
ら
っ

て
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
た
い
っ

て
言
い
ま
す
し
ね
。

▲（右から）山田拓司さん、浬世くん（４歳）、乃里恵さん、

玄琉くん（１歳）、真生くん（３歳）

り　せ

は　る ま　き
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浪江のこころ通信

石井あかねさん（小５）（棚塩）
取材者：（特活）市民公益活動パートナーズ  松田
取材日：11月14日

「おうちでのんびりしたいなぁ」
福島県

■
み
ん
な
元
気
に
し
て
る
か
な
？

学
校
は
弟
と
妹
も
一
緒
で
、
毎
日

12
人
で
バ
ス
に
乗
り
ま
す
。
し
の
ぶ

台
か
ら
も
同
じ
く
ら
い
の
人
数
が
乗
っ

て
、
み
ん
な
で
通
っ
て
い
ま
す
。
バ

ス
の
中
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し
て

い
る
か
ら
、
け
っ
こ
う
楽
し
い
で
す
よ
。

友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き
て
学
校

も
楽
し
い
け
ど
、
女
子
の
チ
ー
ム
が

な
い
の
で
浪
江
で
や
っ
て
い
た
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
が
で
き
な
い
の
が
ち
ょ
っ

と
残
念
か
な
ぁ
。

走
る
の
は
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
と

短
距
離
よ
り
も
長
距
離
の
方
が
好
き

で
、
練
習
の
と
き
に
は
６
年
生
と
一

緒
に
走
っ
て
４
位
だ
っ
た
の
で
、
学

校
の
記
録
会
で
ど
ん
な
記
録
が
出
せ

る
か
楽
し
み
で
す
。

最
近
は
、
算
数
が
好
き
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
国
語
と
か
も

好
き
で
す
。
将
来
は
、
お
医
者
さ
ん

の
よ
う
な
人
を
助
け
る
仕
事
に
つ
け

れ
ば
良
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
月
の
地
震
の
と
き
は
、
ち
ょ
う

ど
５
校
時
目
が
終
わ
る
と
こ
ろ
で
、

４
月
か
ら
幾
世
橋
小
学
校
の
１
年
生

に
な
る
妹
に
あ
げ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

最
初
は
、「
小
さ
な
地
震
か
な
？
」

と
思
っ
た
け
ど
、
け
っ
こ
う
大
き
な

地
震
だ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

ま
わ
り
で
は
泣
く
子
も
い
て
、
自

分
は
泣
か
な
か
っ
た
け
ど
ボ
ウ
ゼ
ン

と
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
校
庭
に
避
難
し
て
家
か

ら
の
迎
え
を
待
っ
て
い
る
と
き
に
、

寒
く
て
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
取
り
に
教
室

に
戻
っ
て
、
ま
た
校
庭
で
待
っ
て
い

ま
し
た
。

浪
江
の
友
だ
ち
に
も
会
い
た
い
け

ど
、
近
く
に
避
難
し
て
い
る
人
も
あ

ん
ま
り
連
絡
で
き
な
い
し
、
遠
く
県

外
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
人
も
い
る
か
ら
、

な
か
な
か
会
え
な
い
で
す
よ
。

友
だ
ち
と
「
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
で
、

鉛
筆
の
か
わ
い
い
も
の
や
い
ろ
ん
な

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
買
う
の
が
楽
し
み

だ
っ
た
け
ど
、
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
ち
ょ
っ

と
難
し
い
な
ぁ
…
。

■
寒
い
の
は
苦
手
だ
け
ど
、
仮
設
で

元
気
に
し
て
い
る
よ

９
月
か
ら
は
放
射
線
の
線
量
計
が

渡
さ
れ
た
の
で
毎
日
つ
け
て
い
ま
す
。

体
育
の
と
き
以
外
は
ち
ゃ
ん
と
つ
け

て
い
ま
す
よ
。
で
も
休
み
の
日
に
遊

び
に
出
か
け
る
と
き
は
、
と
き
ど
き

忘
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。

こ
れ
か
ら
冬
に
な
る
と
、
寒
く
な

る
の
が
苦
手
。

ス
キ
ー
と
か
は
全
然
や
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
浪
江
で
は
あ
ま
り

雪
が
降
ら
な
い
の
で
、
ど
う
し
よ
う

か
な
ぁ
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
。

学
校
に
行
く
と
き
は
、
寒
く
な
い

よ
う
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
も
持
っ
て
行
っ

て
い
る
け
ど
、
雪
が
降
っ
た
ら
雪
合

戦
を
し
た
り
雪
だ
る
ま
が
つ
く
れ
る

か
な
。

仮
設
住
宅
で
は
、
弟
や
妹
と
仲
良

く
し
て
い
ま
す
よ
。
ち
ょ
っ
と
ケ
ン

カ
も
す
る
け
ど
、
妹
に
は
優
し
く
す

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
部
屋
が
狭
く
て
、
近
所
の

迷
惑
に
も
な
る
か
ら
大
き
な
声
が
出

せ
な
い
の
で
、
早
く
浪
江
の
う
ち
に

帰
り
た
い
な
。

う
ち
に
帰
っ
た
ら
、
地
震
で
す
ご

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
片
づ
け

を
し
て
、
ゆ
っ
く
り
し
た
い
で
す
。

▲仮設住宅の部屋で
　（仲良し３姉弟（右：あかねさん、中：あゆみちゃん、左：京輔くん））

　仮設住宅の向かいにある佐原小学校は定員一杯になっているので、毎日スクールバスで少し
離れた荒井小学校まで通っている小学５年生。
 初めは浪江町の津島に避難し、二本松市や福島市土湯温泉町を経て７月末に福島市佐原の仮
設住宅に引っ越してきました。
 お父さんとお母さん、弟の京輔くん（小３）と妹のあゆみちゃん（小１）の５人暮らしで、
おばあちゃんたちも同じ仮設住宅の別棟に避難しているので、いつでも会いに行けるそうです。

けいすけ
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福島県

原中　正義さん（田尻）
取材者：元気玉プロジェクト実行委員会  江川
取材日：11月19日

出口はまだ見えないが、助け合って
やっていく以外、方法はない

　田尻地区区長である原中さんは、地域でともに暮ら
してきた皆さんに「伝えたいこと」を抱えていました。
田尻地区としての今後の行政について。田尻の地で再
び力を結集できることを願って、今できることから活
動に取り組まれています。

震
災
直
後
は
伊
達
市
の
親
戚
宅
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３

号
機
の
爆
発
後
、
喜
多
方
市
へ
避
難

し
、
現
在
は
家
族
で
市
内
の
借
上
げ

住
宅
に
入
居
し
て
い
ま
す
。
避
難
直

後
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
体
調
を
崩
し
た

母
も
、
よ
う
や
く
生
活
の
ペ
ー
ス
を

つ
か
み
か
け
て
き
た
よ
う
で
す
。
と

は
い
え
、
地
元
の
方
か
ら
「
会
津
の

冬
は
経
験
し
て
み
た
い
と
、
わ
が
ん

ね
が
ら
な
し
」
と
い
っ
た
言
葉
を
耳

に
す
る
な
ど
、
い
ま
だ
先
行
き
の
不

安
は
消
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
と
も
に
、

温
暖
で
穏
や
か
な
浪
江
で
の
生
活
が

つ
く
づ
く
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。田

尻
地
区
は
、
３
月
に
期
末
監
査

と
総
会
を
控
え
て
い
ま
し
た
が
、
直

前
の
11
日
に
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た

大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
以
来
、
業
務

は
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

役
員
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
生
活
が
よ

う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
８
月
末
。

27
日
に
二
本
松
市
の
男
女
共
生
セ
ン

タ
ー
で
平
成
22
年
度
の
期
末
監
査
を

行
い
、
次
い
で
第
１
回
役
員
会
も
開

き
ま
し
た
。
そ
の
協
議
の
結
果
、
当

面
の
方
向
性
が
決
定
し
た
の
で
報
告

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

第
一
、
田
尻
行
政
区
の
「
役
員
」

は
、
平
成
22
年
度
末
を
も
っ
て
改
選

時
期
だ
っ
た
が
、
行
政
区
住
民
を
招

集
し
て
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
現

状
困
難
で
あ
る
た
め
、
全
役
員
が
引

き
続
き
そ
の
職
に
と
ど
ま
り
、
行
政

区
財
産
の
管
理
お
よ
び
必
要
な
事
項

を
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
、
「
大
字
費
」
に
つ
い
て
は

徴
収
し
な
い
。

第
三
、
「
役
員
そ
の
他
の
報
酬
」

に
つ
い
て
は
支
給
し
な
い
。

第
四
、
浪
江
町
で
計
画
す
る
復
興

計
画
等
に
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
全

面
的
に
協
力
す
る
。

第
五
、
事
故
収
束
後
の
早
期
帰
宅

を
目
指
し
、
田
尻
地
区
民
の
現
状
把

握
に
努
め
る
。
　
以
上
で
す
。

一
時
帰
宅
で
目
に
し
た
故
郷
の
荒

れ
た
姿
は
、
何
と
も
情
け
な
く
、
も

ど
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
自
宅
復

帰
を
果
た
す
に
は
原
発
事
故
の
早
期

収
束
が
前
提
に
な
り
ま
す
が
、
避
難

解
除
に
な
れ
ば
、
こ
の
先
、
地
域
と

し
て
や
る
べ
き
こ
と
は
山
の
よ
う
に

出
て
く
る
は
ず
で
す
。

一
方
で
、
今
現
在
、
借
上
げ
住
宅

や
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
て
も
、

生
活
上
の
問
題
は
ひ
っ
き
り
な
し
に

発
生
し
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
出
口

は
な
か
な
か
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
当

面
、
助
け
合
っ
て
や
っ
て
い
く
以
外

方
法
は
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
田
尻
地
区
の
皆
さ
ん
と

連
絡
を
取
る
方
法
が
な
く
、
困
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
よ
う
に
「
広

報
な
み
え
」「
浪
江
の
こ
こ
ろ
通
信
」

を
通
じ
て
、
田
尻
行
政
区
の
情
報
も

お
伝
え
で
き
た
こ
と
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
今
ど
の
よ
う
に
過

ご
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
、
田
尻
の
地
で
、

ま
た
皆
さ
ん
と
元
気
に
会
い
た
い
も

の
で
す
。
そ
の
日
が
く
る
こ
と
を
切

望
し
て
い
ま
す
。
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浪江のこころ通信

福島県

小山　恒雄さん（高瀬）
取材者：ビーンズふくしま  味川
取材日：11月11日

再び会える日を心待ちにして
　二本松市の借上げ住宅で避難生活を送っている小山さん。「故
郷を離れて８カ月。浪江にまた帰りたいという気持ちは強くな
ります。」

今
は
、
二
本
松
の
借
り
上
げ
住
宅

に
住
ん
で
い
ま
す
。
８
畳
２
間
。
前

の
生
活
と
違
っ
て
不
便
・
不
自
由
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
も
言
っ
て
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
昔
は
学
校
と
か
町
の
活

動
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
何
も
な

く
、
人
と
の
交
流
も
あ
り
ま
せ
ん
。

役
場
に
行
け
ば
人
に
会
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で

交
流
が
な
い
の
が
寂
し
い
で
す
。

退
職
後
、
ゴ
ル
フ
が
唯
一
の
趣
味

で
し
た
。
地
震
に
あ
っ
た
の
も
そ
の

帰
り
道
。
あ
と
10
分
、
そ
の
道
を
通

る
の
が
ず
れ
て
い
た
ら
、
津
波
に
あ
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

浪
江
町
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の

美
し
い
ふ
る
さ
と
で
す
。
緑
が
多
く

海
あ
り
山
あ
り
で
、
町
を
は
さ
ん
で

二
つ
の
川
が
流
れ
、
鮭
が
遡
上
し
て

い
き
ま
す
。
大
堀
相
馬
焼
と
か
昔
な

が
ら
の
伝
統
工
芸
も
盛
ん
で
、
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
誇
れ
る
町
で
す
。

先
日
、
「
ふ
る
さ
と
に
戻
り
た
い

73
％
」
「
戻
ら
な
い
27
％
」
と
い
う

双
葉
郡
住
民
の
調
査
結
果
が
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉

ま
で
30
年
と
言
い
ま
す
が
、
私
た
ち

は
10
年
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
（
笑
）
。

放
射
能
は
怖
い
け
ど
、
浪
江
町
に
帰

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
方
が
強
い

で
す
。

浪
江
町
に
も
ど
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
ま
ず
今
ま
で
お
つ
き
あ
い
の
あ
っ

た
た
く
さ
ん
の
方
々
一
人
一
人
に
会

い
た
い
。
そ
し
て
、
ゴ
ル
フ
も
し
た

い
で
す
。
元
々
親
睦
の
あ
っ
た
方
と

は
現
在
も
月
に
一
度
会
っ
て
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
が
、
数
人
の
親
戚
と

は
電
話
の
み
で
、
震
災
後
ま
だ
一
度

も
会
っ
て
い
ま
せ
ん
。
早
く
浪
江
に

戻
れ
る
日
が
来
て
ほ
し
い
で
す
。

今
一
番
期
待
し
て
い
る
の
は
、
科

学
の
力
。
除
染
の
方
向
に
も
っ
と
進

歩
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

散
布
す
る
と
放
射
能
が
消
え
て
し
ま

う
…
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
に

は
、
い
く
ら
お
金
を
使
っ
て
も
い
い
。

こ
れ
か
ら
30
年
は
長
す
ぎ
ま
す
。
ラ

ジ
ウ
ム
の
発
見
か
ら
１
１
０
年
。
放

射
能
を
消
去
す
る
よ
う
な
新
し
い
物

質
の
発
見
を
期
待
し
ま
す
。

今
後
の
要
望
は
…
風
評
被
害
を
な

ん
と
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
無
知
か
ら

く
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地

域
で
開
催
さ
れ
る
懇
談
会
で
も
参
加

者
の
怒
り
の
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

で
も
、
役
場
の
人
も
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
私
は
今
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ

し
て
皆
で
力
を
合
わ
せ
前
向
き
に
や
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲（左から）恒雄さんと奥さまのセツ子さん
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金澤　麗奈さん（請戸）
取材者：高崎経済大学櫻井研究室  櫻井・山本・小根山
取材日：11月19日

津波で亡くなった祖父、友人の思いを胸に
頑張っていきたい

　麗奈さんは、震災後、親戚何人かで福島県内
から埼玉、神奈川へと転々と移動し、５月初め
に現在の川崎市宮前区にお母さんとおばあちゃ
んと３人で暮らしている。現在は、家族と支え
合いながら、転校した中学校で元気に頑張って
いる。

神奈川県

▲（左から）麗奈さんと祖母のナカさん

私
は
、
友
だ
ち
の
家
で
遊
ん
で
い

る
と
き
に
、
あ
の
地
震
に
あ
い
ま
し

た
。
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
逃
げ

た
あ
と
、
役
場
に
無
事
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
友
人
の
大
浦
清

華
ち
ゃ
ん
が
、
こ
の
地
震
で
亡
く
な
っ

た
こ
と
が
本
当
に
悲
し
い
で
す
。
あ

の
日
、
も
し
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
ら

無
事
で
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

悔
や
ま
れ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
私

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
地
震
の
と
き
、

親
戚
の
初
七
日
で
双
葉
町
郡
山
に
出

か
け
て
い
ま
し
た
。
慌
て
て
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
請
戸
の
自
宅
に
戻

る
と
地
域
の
皆
さ
ん
は
避
難
し
て
い

た
よ
う
で
、
す
ぐ
に
津
波
が
来
ま
し

た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
部
屋

に
い
る
と
思
っ
て
２
階
に
あ
が
っ
た

よ
う
で
す
。
玄
関
口
に
い
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
押
し
寄
せ
て
く
る
津
波
を

見
て
、
通
り
が
か
り
の
車
に
助
け
ら

れ
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
残
し

た
ま
ま
で
逃
げ
て
き
た
こ
と
を
悔
や

ん
で
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
て
い

る
と
、
ど
ん
な
に
か
つ
ら
い
気
持
ち

か
と
か
わ
い
そ
う
で
な
り
ま
せ
ん
。

話
し
相
手
も
な
く
マ
ン
シ
ョ
ン
の
中

に
一
人
で
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

浪
江
の
皆
さ
ん
と
請
戸
の
な
ま
り
言

葉
で
話
し
た
い
と
い
つ
も
言
っ
て
い

ま
す
。
家
で
は
私
に
元
気
に
話
し
か

け
て
く
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、

一
人
で
寂
し
そ
う
に
し
て
い
る
こ
と

が
気
が
か
り
で
、
以
前
の
よ
う
に
請

戸
の
人
た
ち
が
周
り
に
い
た
ら
、
も
っ

と
元
気
で
い
ら
れ
る
の
に
と
思
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
は
、
避
難
生
活
の
中

で
体
調
を
崩
し
入
院
し
た
り
、
今
も

と
き
ど
き
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
私

に
話
し
か
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

毎
日
の
生
活
や
仕
事
の
中
で
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
で
す
。

私
は
今
の
中
学
校
で
、
仲
の
よ
い

友
だ
ち
も
で
き
て
楽
し
く
通
っ
て
い

ま
す
。
８
月
に
は
、
私
も
所
属
し
て

い
る
浪
江
の
よ
さ
こ
い
踊
り
の
チ
ー

ム
「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
な
み
え
」
が
、
高

知
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
招
待
さ
れ
、

１
週
間
本
場
の
よ
さ
こ
い
に
参
加
し

な
が
ら
み
ん
な
と
過
ご
し
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
浪
江
の
友
だ
ち
に
会
う
こ

と
は
何
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
。
私

は
、
な
み
え
焼
そ
ば
を
応
援
す
る
ユ

ニ
ッ
ト
「
Ｎ
Ｙ
Ｔ
Ｓ
」
に
も
所
属
し

て
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
み
ん
な

と
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
い

で
す
。
亡
く
な
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
短
歌
や
川
柳
、
民
謡
を
歌
う
こ

と
が
好
き
で
、
郷
土
を
思
い
請
戸
の

民
謡
を
作
っ
て
Ｃ
Ｄ
に
し
た
り
、
仲

間
と

”民
謡
バ
ン
ド
“
を
組
ん
で
活

動
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
似
た
の
か
、
音
楽
や
人
前
で
歌

う
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

将
来
は
ア
ニ
メ
の
声
優
を
め
ざ
し

て
頑
張
り
た
い
で
す
。
い
つ
か
必
ず

浪
江
町
に
戻
り
た
い
。
仲
の
良
か
っ

た
友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で
、
前
の

よ
う
に
暮
ら
せ
る
日
が
く
る
こ
と
を

待
っ
て
い
ま
す
。

ナ

イ

ツ

れ　　な
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